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▲町長の説明を受けながら被害の大きかった福瀬区広瀬の災害現場を

▼視察する安藤知事

型
で
強
い
台
風
1
4
号
は
6
日
、
県
内
を
暴
風
雨

き
込
み
な
が
ら
九
州
の
西
海
岸
を
通
過
、
記
録

集
中
豪
雨
が
本
町
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。で

は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
ダ
ム
の
放
流
等

報
収
集
と
周
知
に
つ
と
め
、
避
難
勧
告
、
避
難

等
を
行
い
、
消
防
団
も
避
難
誘
導
等
に
出
動
し

た
が
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
雨
旦
里
の
た
め

が
流
失
、
倒
壊
の
他
、
町
内
1
6
5
世
帯
が
床

で
浸
水
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

た
、
坪
谷
の
多
武
ノ
木
地
区
の
土
砂
崩
れ
に
よ

表
地
区
が
2
日
間
孤
立
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

成
9
年
に
襲
来
し
た
台
風
1
9
号
で
も
本
町
は
大

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
が
、
今
回
の
台
風
は

を
上
回
る
過
去
最
大
級
の
被
害
と
な
り
、
特
に

広
瀬
地
区
の
被
害
は
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
し

7
日
は
被
害
状
況
の
把
握
を
行
い
、
8
日
か
ら

収
集
、
浸
水
世
帯
の
消
毒
、
災
害
復
旧
等
開
始

し
た
。
9
日
に
は
安
藤
知
事
が
来
町
し
、
小
林

か
ら
被
災
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
あ
と

現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

災
の
、
特
に
水
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
実
感
し

回
の
台
風
で
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、

5
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

口
風
1
4
号
に
よ
る
被
害
状
況

　
　
　
　
　
　
（
平
成
1
7
年
9
月
1
3
日
現
在
）

往
宅
被
害
】

全
壊
・
流
失
等

半
壊

床
上
浸
水

床
下
浸
水

非
住
家
等

・
非
住
家
等

　
　
　
　
4
戸
（
1
5
人
）

　
　
　
　
1
戸
（
3
人
）

　
　
1
6
5
戸
（
5
1
0
人
）

　
　
　
4
2
戸
（
1
2
0
人
）

全
壊
　
　
　
1
棟

浸
水
等
　
1
2
棟

　
　
　
　
1
4
事
業
所

【
農
林
業
関
係
】

・
農
業
関
係

・
畜
産
関
係

・
農
業
施
設

・
耕
地
災
害

・
林
業
災
害

　
　
6
，
9
0
5
千
円

　
　
6
，
5
5
0
千
円

　
2
3
，
6
0
9
千
円

　
5
1
，
3
0
0
千
円

1
7
7
，
4
0
0
千
円

【
建
設
関
係
】
　
8
9
4
，
1
1
5
千
円

【
商
工
災
害
】

3
∩
δ

，
8
5
0
千
円

※
福
祉
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
義
援
金
受
入
窓
蓋
】

・
東
郷
町
役
場
　
保
健
福
祉
課
（
や
す
ら
ぎ
館
内
）

・
郵
便
局
　
口
座
番
号
　
0
1
7
0
1
0
1
2
4
6
0
9

　
　
　
　
　
口
座
名
義
　
東
郷
町
災
害
対
策
本
部
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被
災
者
の
皆
さ
ま
へ

所
思
小
林
理
教

　
台
風
1
4
号
の
襲
来
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
上
げ
ま
す
。

　
町
で
は
災
害
復
旧
対
策
に
最
善
の
努
力
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
行
き
届
か

な
い
面
も
多
く
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
て
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
水
害
に
つ
い
て
は
後
始
末
な
ど
ご
苦
労
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
災
害
救
助
法
の
適
用
を
も
と
に
、
で
き
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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モ
き・

薪

守、

、
・
　
被
災
者
の
皆
さ
ま
の

》
近

　
　
1
日
も
早
い
復
旧
を

付
」
屋
　
　
－
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

．
叱

　
　
　
ま
た
、
今
回
の
台

塔ヵ
　
風
被
害
に
関
し
ま
し

　
　
て
、
　
「
相
談
窓
口
」

　
　
を
役
場
を
中
心
に
開

　
　
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
困
っ
た
こ
と
な
ど
連

　
　
臨
い
た
だ
け
れ
ば
幸

　
　
い
で
す
。

　
　
　
さ
ら
に
、
町
内
外

　
　
か
ら
多
数
の
災
害
ボ

　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

　
　
の
ご
支
援
を
い
た
だ

　
、
　
き
ま
し
た
。
ま
た
、

　
　
支
援
物
資
、
義
援
金
に

　
　
．
つ
き
ま
し
て
も
多
数
の

　
　
方
々
か
ら
ご
協
力
を

　
　
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
厚
く
お
礼
を
申
し
上

　
　
げ
ま
す
。

し

し

麺醗

台
風
1
4
号
災
害
に
よ
り
家
屋
等
に

　
　
　
　
　
損
害
を
受
け
ら
れ
た
か
た
へ

町
税
等
納
税
・
介
護
保
険
料
・

保
育
料
の
猶
予
に
つ
い
て

　
町
税
等
（
※
納
期
未
到
来
分
）
を

納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、
一
定
の
要
件
の
下
で
納

税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
料
・
保
育
料
に

つ
き
ま
し
て
も
、
同
様
の
措
置
が
あ

り
ま
す
。
左
記
の
担
当
窓
口
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
相
談
さ
れ
る
場
合
に
は

で
き
る
だ
け
被
災
状
況
の
わ
か
る
写

真
な
ど
、
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
納
期
未
到
来
分
と
は
、
災
害
を
受

け
た
9
月
6
日
以
後
に
納
期
の
到
来

す
る
税
で
あ
り
、
8
月
末
日
ま
で
の

納
期
分
に
つ
い
て
は
納
税
の
猶
予
に

該
当
し
ま
せ
ん
。

【
お
問
合
せ
先
】

・
町
税
－
税
務
課
（
町
県
民
税
・
固
定

資
産
税
）

電
話
6
9
－
3
9
0
4
（
直
通
）

・
国
民
健
康
保
険
税
一
住
民
課
国
保
係

電
話
6
9
1
3
9
0
2
（
直
通
）

・
介
護
保
険
料
－
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

電
話
6
9
－
2
3
0
3
（
直
通
）

・
保
育
料
－
保
健
福
祉
課
福
祉
係

電
話
6
9
－
3
3
6
7
（
直
通
）

水
道
料
金
の
軽
減
に
つ
い
て

　
床
上
・
床
下
浸
水
・
流
失
の
被
災

を
受
け
た
家
屋
を
対
象
と
し
て
（
民
家
・

事
業
所
の
別
を
問
い
ま
せ
ん
。
）
水
道

料
金
の
軽
減
を
行
な
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
軽
減
の
期
間
は
9
月
お
よ
び
1
0
月

請
求
分
の
2
ヶ
月
間
で
、
被
災
前
の

8
月
請
求
分
の
使
用
水
量
を
基
準
に
、

こ
れ
を
超
え
た
部
分
の
料
金
は
請
求

し
な
い
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

・
住
民
課
水
道
係

電
話
6
9
1
3
9
0
2
（
直
通
）

児
童
・
生
徒
の
方
へ

　
就
学
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

・
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

電
話
6
9
1
3
9
0
9
（
直
通
）

※
そ
の
他
、
自
動
車
税
等
の
減
免
等

　
に
関
し
て
は
1
4
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。
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助
役
に
山
本
一
正
氏

再
任
さ
れ
る

　
9
月
1
3
日
の
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
助
役
に
山
本
一
正

氏
の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
期
が
3
期
目
と
な
る
山
本

助
役
は
坪
谷
出
身
で
6
9
歳
。

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

●
再
任
　
植
野
　
誠
（
寺
内
）

教
育
委
員
会
委
員

●
再
任
　
塩
月
　
秀
幸
（
野
瀬
）

●
再
任
　
海
野
　
康
男
（
会
戦
）

　
任
期
は
、
日
向
市
と
の
合
併

の
期
日
の
前
日
で
あ
る
平
成
1
8

年
2
月
2
4
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

合
併
協
議
の
状
況

【
合
併
ま
で
あ
と
5
ヶ
月
】

　
平
成
1
8
年
2
月
2
5
日
の
日
向

市
と
の
合
併
ま
で
、
あ
と
5
ヶ

月
と
な
り
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う

ど
半
年
前
に
あ
た
る
8
月
2
5
日
に

東
郷
町
及
び
日
向
市
の
庁
舎
に
、

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
と
懸

垂
幕
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

【
総
務
大
臣
（
官
報
）
告
示
が
さ

れ
ま
し
た
】

　
東
郷
町
と
日
向
市
の
合
併
「
市

町
の
廃
置
分
合
」
申
請
に
基
づ

く
、
総
務
大
臣
の
告
示
が
9
月
2

日
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
告
示

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
合
併

に
関
す
る
手
続
き
が
完
了
し
、

正
式
に
合
併
の
効
力
が
発
生
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（

【
事
務
事
業
の
調
整
方
法
の

確
認
】

　
こ
れ
ま
で
に
、
合
併
協
定
に

基
づ
く
調
整
方
法
に
つ
い
て
は
、

8
月
に
配
布
さ
れ
た
「
日
向
市
・

東
郷
町
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

【
合
併
関
連
の
条
例
は
日
向

市
議
会
で
審
議
】

　
合
併
協
定
に
基
づ
く
調
整
方

法
が
合
併
協
議
会
総
会
で
、
協
議
・

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
条
例
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
東
郷
町
の
条
例
が
合

併
と
同
時
に
失
効
す
る
た
め
、

日
向
市
の
9
月
・
1
2
月
議
会
で

審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
9
月
議
会
で
は
4
件
の
条

例
が
審
議
に
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
平
成
1
8
年
2
月
1
9
日
に
閉

町
式
】

　
平
成
1
8
年
2
月
2
5
日
に
日
向

市
と
合
併
し
ま
す
が
、
明
治
2
2

年
5
月
1
日
に
東
郷
村
が
配
置

さ
れ
て
以
来
、
1
1
6
年
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

2
月
1
9
日
（
日
曜
日
）
に
響
町
式
を

行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
そ
の
た
め
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
町
民
み
な
さ

ま
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

牧水の里の秋祭ψ畠

　第23回東郷町産業文化祭

（

◎日程

◎場所

11月5日（土）13時～17時

11月6日（日）　9時～15時

道の駅とうこう
東臼杵南部農業改良普及セン

　
牧
水
の
里
の
秋
祭
り

　
出
演
者
募
集

　
　
平
成
1
7
年
度
牧
水
の
里

　
　
の
秋
祭
り
　
第
2
3
回
東
郷

　
町
産
業
文
化
祭
の
特
設
ス

　
　
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
出
演

　
者
を
募
集
し
ま
す
。
個
人

　
を
は
じ
め
、
地
域
・
職
場
・

　
愛
好
会
・
生
涯
学
習
グ
ル

　
ー
プ
な
ど
、
秋
祭
り
に
出

　
演
し
て
盛
り
上
げ
て
み
ま

　
せ
ん
か
。

　
○
申
込
期
限
　
平
成
1
7
年

　
　
1
0
月
7
日
（
金
）

○
申
込
方
法
　
各
組
合
長
宅
、

役
場
企
画
調
整
課
に
出
演
申
込

書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

○
申
込
先

〒
8
8
3
1
0
1
9
2

東
郷
町
大
字
山
陰
丙
1
3
7
4

番
地

東
郷
町
役
場
　
企
画
調
整
課

電
話
6
9
i
3
9
0
1

F
A
X
6
9
1
3
1
0
4

※
ご
不
明
な
点
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。
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介護保険制度改正により平成17年10月から
施殼サービスの利用者負担が変更されます

　現在、施設に入所（入院）している方の「居住費」と「食費」は、介護保険から給付されています

が、在宅で介護サービスを利用している方の「居住費」や「食費」は自己負担となっています。

　そこで、施設サービス利用者と在宅サービス利用者との利用者負担の公平性を図るために見直しが

行われ、居住費と食費は保険給付対象外となり自己負担となります。

①介護老人福祉施設・介護老人保健施設・介護療養型医療施設の3施設における居住費と食費

②ショートステイ（短期入所生活介護・短期入所療養介護）における滞在費と食費

③通所介護（デイサービス）と通所リハビリテーション（デイケア）における食費

1施設二丁訓＋1居住費＋ 　　　　　　日常生活費
食費　十　　　　　　（理美容器等）

■居住費…施設サービス利用代＋電気・ガス・水道代等の光熱費に相当する費用のこと。

■食　費…食像費＋調理コストに相当する費用のこと。※栄養管理は保険給付対象

　所得の低い方の施設利用が困難にならないよう、所得の段階（利用者負担段階）に応じた自己負担

限度額が決められ限度額までの支払いになります。限度額を超えた分は介護保険から給付されます。

※この負担軽減措置を利用するためには、東郷町保健福祉課に申請をして、

　認定証」の発行を受けることが必要です。

「介護保険負担限度額

◎お問合せ先　保健福祉課　介護保険係　電話69－2303

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

恐
れ
し
失
語
症
と
な
り
病
む
夫
は
潤
む
眸

で
吾
を
見
つ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

八
十
路
に
入
り
夢
は
は
か
な
く
鼻
唄
の
出

で
く
る
畑
は
日
々
に
楽
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

日
向
市
へ
向
ふ
国
道
の
工
事
の
看
板
消
ゆ

る
日
待
た
る
夏
日
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

六
十
年
前
に
習
い
し
「
海
ゆ
か
ば
」
オ
ル

ガ
ン
の
調
べ
耳
に
残
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

日
韓
の
首
脳
会
議
の
こ
と
ご
と
く
過
去
の

歴
史
に
溝
の
埋
ま
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

銀
色
の
洋
風
の
フ
ー
リ
ン
持
ち
て
来
し
孫

等
が
部
屋
に
掛
け
て
ま
わ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
美
智
子

か
ろ
や
か
に
ペ
タ
ル
を
踏
み
て
遠
出
せ
し

遥
か
な
想
い
よ
み
が
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

か
さ
を
立
て
尾
鈴
を
見
つ
む
ふ
る
さ
と
の

牧
水
像
は
永
久
の
旅
人

　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

進
学
と
名
目
つ
け
て
別
れ
た
る
息
子
訪
ね

る
吾
も
八
十
な
り

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

夕
去
り
て
ピ
ー
ポ
ー
響
き
思
い
旧
す
高
齢

化
進
み
し
わ
が
町
な
り
し
か

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

暑
中
見
舞
い
富
士
山
頂
よ
り
く
れ
し
友
今

年
も
無
事
に
登
り
し
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

友
く
れ
し
日
戸
に
身
を
ば
護
り
つ
つ
冷
水

ふ
く
み
つ
午
後
の
日
に
耐
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

妻
病
め
ば
情
緒
も
な
く
陰
影
を
引
き
ず
り

て
生
く
る
わ
れ
か
と
思
う

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

鰯圏i■淫・鞭1言粥一匿
．

諜
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冨
■

劉
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8
月
2
8
日
（
日
）
諸
塚
村
総
合
運
動
公
園
に
お
い

て
第
4
3
回
東
臼
杵
郡
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
1
0
町
村
に
よ
る
大
会
は
今
回
が
最
後
と
な
り
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
に
ふ
さ
わ
し
い
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
総
勢
4
0
名
が
出
場
し
、
男
女
と
も
す
ば

ら
し
い
活
躍
で
、
総
合
の
部
で
第
3
位
と
い
う
好
成
績

を
残
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

種　　　目 氏　　名 地区 記　　録

男子G　1　0　0m 寺田新一郎 鶴野内 13秒47

男子D2000m 海　野送　也 坪　　谷 7分02秒

第
1
位

男子C砲丸投げ 都　甲　牧　人 小野田 10m87

男子C走り幅跳び 海　野道　明 越　　表 5m73

女子D　1　0　0m 黒木真奈美 寺　　迫 14秒86

男子G2000m 橋　口　克義 寺　　迫 7分22秒3

男子G砲丸投げ 小　川　勝　正 鶴野内 13m98

第
2
位

女子E　1　0　0m 那　準則　子 小野田 16秒58

女子A　1　0　0m 橋　口　美里 仲　　深 15秒37

女子共通走り幅跳び 橋　口　美　里 仲　　深 3m89

（

　
9
月
1
日
（
木
）
、
2
日
（
金
）

の
2
日
間
、
敬
老
の
日
を
前

に
町
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
た
9
0
歳
以
上
（
平
成
1
8
年

3
月
3
1
日
迄
に
9
0
歳
に
な
ら

れ
る
方
含
む
）
の
方
々
に
助

役
よ
り
敬
老
祝
い
金
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
本
町
の
最
高
齢
者
は
1
0

4
歳
の
川
越
梅
子
さ
ん
（
福

二
区
）
で
、
1
0
0
歳
以
上

が
6
名
、
9
0
歳
以
上
が
1
1

8
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

（
写
真
は
仲
押
土
の
中
野
ク

ワ
さ
ん
9
4
歳
、
1
1
0
0
個

の
お
じ
や
み
を
作
り
、
町
内

小
学
校
等
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
）

◎
（

灘

臨
「
団
一
－

．
ア
’

　
8
月
2
5
日
（
木
）
、
交
通

安
全
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が

来
庁
し
、
内
閣
官
房
長
官
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
は
「
交
通
安
全
は
家
庭

か
ら
」
を
活
動
の
指
針
と
し

て
、
交
通
安
全
母
の
会
で
結

成
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民

の
交
通
安
全
意
識
の
更
な
る

高
揚
を
目
指
す
と
と
も
に
、

憂
慮
す
べ
き
交
通
事
故
の
状

況
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く

会
員
手
作
り
の
活
動
を
日
本

列
島
く
ま
な
く
展
開
し
て
い

ま
す
。
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8
月
8
日
か
ら
1
2
日
ま
で
の
5

日
間
、
町
内
中
学
3
年
生
1
6
名
と

引
率
者
4
名
（
教
諭
・
町
職
員
）

の
計
2
0
名
が
中
国
発
見
の
旅
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
中
国
で
は
、
北
京
市
内
の
見
学

や
万
里
の
長
城
視
察
の
ほ
か
、
市

内
中
学
生
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

醗酵諭
≡…F

　　　　　；u　　　　≧　　　0　3裏
ノ・

．
コ言

≡匿
死

ll両」◆
二

’高司L」湖て三i【

　－
o

β
凸

　
あ
、

－
竜

ミ

雲
、
噌

鴇
　
」

書

　
8
月
1
2
日

か
ら
1
4
日
ま

で
の
3
日
間
、

町
内
小
学
5
・

6
年
生
1
4
名
、

引
率
者
4
名

（
町
婦
協
・

町
子
ど
も
会
役
員
・
町
職
員
）
の

計
1
8
名
が
姉
妹
都
市
で
あ
る
沖
縄

県
宜
野
湾
市
で
の
学
童
交
流
・
友

好
の
翼
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
宜
野
湾
市
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

平
和
学
習
（
ひ
む
か
い
の
塔
献
花

ほ
か
）
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
ビ
ー
チ
で

の
交
流
会
、
は
ご
ろ
も
祭
見
学
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
体
験
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

　
8
月
2
2
日
か
ら
2
6
日
ま
で
の
5

日
間
、
友
好
都
市
で
あ
る
北
海
道

幕
別
町
に
、
町
内
中
学
1
年
生
1
0

名
と
引
率
者
4
名
（
町
職
員
）
の

計
1
4
名
が
農
業
発
見
の
旅
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
幕
別
町
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・

農
業
体
験
の
ほ
か
町
内
の
札
内
東

中
学
校
と
の
学
校
交
流
な
ど
行
い

ま
し
た
．
。
　
、
．
，
「
三
千
『

等一
＝▼

含亜ゴ！儒匿

　
8
月
1
9
日
（
金
）
、
県
企
業
局
県

電
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
東
郷
小
学

校
、
福
瀬
小
学
校
、
東
郷
中
学
校

が
宮
崎
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
1
5
、
1
6
年
度
に

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
、

宮
崎
県
、
町
教
育
委
員
会
の
指
定

を
受
け
て
3
校
が
取
り
組
ん
だ
、

学
校
給
食
に
お
け
る
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
の
連
携
を
と
お
し
て
、

「
望
ま
し
い
食
生
活
を
進
ん
で
実

践
で
き
る
児
童
生
徒
の
育
成
」
の

研
究
成
果
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
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9
月
H
日
（
日
）
、
延
岡
市
の
一

ヶ
岡
球
場
で
日
曲
豆
少
年
野
球
選
手

権
大
会
準
決
勝
・
決
勝
が
行
わ

れ
、
決
勝
で
曖
曖
ク
ラ
ブ
が
一
ヶ

岡
ク
ラ
ブ
を
5
－
1
で
下
し
、
初

優
勝
し
ま
し
た
。

　
台
風
1
4
号
で
災
害
に
遭
い
ボ
ー

ル
や
バ
ッ
ト
等
失
っ
た
選
手
も
い

る
中
、
み
ん
な
で
励
ま
し
あ
い
な

が
ら
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
優
勝

旗
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
こ
の
4
人
の
選
手
は
、
1
年
生

の
と
き
か
ら
6
年
間
一
緒
に
頑
張

っ
て
き
た
同
級
生
で
、
笑
顔
で
の

優
勝
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

唱＝肛1

簿
、
噸
遺

曳
、
、

雛
．

　
8
月
2
3
日
（
火
）
「
第
6
回
耳
川

流
域
文
化
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
力

南
郷
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
は
日
向
、
東

臼
杵
南
部
1
市
2
町
5
村
の
小
、

中
学
校
か
ら
児
童
・
生
徒
約
1
4

0
名
が
参
加
し
て
、
午
前
中
は
水

清
谷
ふ
る
さ
と
河
川
公
園
で
自
然

体
験
活
動
、
午
後
か
ら
は
村
多
目

的
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

．
本
町
か
ら
は
、
福
瀬
小
学
校
の

児
童
が
「
開
商
の
碑
か
ら
見
み
え

た
耳
川
の
役
割
」
と
題
し
て
地
域

で
の
活
動
や
調
査
結
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

　
8
月
2
0
日
（
土
）
、
町
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、
町
身
体
障
害
者
福

祉
会
、
つ
ぼ
み
園
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
N
E
W

ス
ポ
ー
ツ
の
テ
ィ
ボ
ー
ル
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
障
害
者
や
高
齢
者
・

一
般
住
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
笑
顔
で
ふ
れ
あ
い
、

交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り

障
害
者
や
高
齢
者
の
理
解
と
関
心

を
深
め
思
い
や
り
の
あ
る
心
を
育

て
よ
う
と
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
参
加
者
は
、
初
め
て
の
ス
ポ
ー

ツ
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
笑
顔
の

中
で
い
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

藩
‘
．

熱

　
8
月
2
3
日
（
火
）
、
町
交
流
研
修

施
設
「
さ
く
ら
館
」
に
お
い
て
家

庭
（
幼
児
）
教
育
学
級
・
女
性
学

級
合
同
人
権
教
育
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
8
月
の
人
権
啓

発
強
調
月
間
に
あ
わ
せ
て
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
各
学
級

生
か
ら
約
6
0
名
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
講
師
に
人
権
啓
発
推
進
員
の
熊

谷
良
子
氏
を
お
招
き
し
「
子
ど
も

の
声
を
聴
く
こ
と
」
と
題
し
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
分
か

り
や
す
い
説
明
で
た
い
へ
ん
勉
強

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
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伊瑠
平成17年度　後期集団検診日程表

　平成17年度後期集団検診を下記のとおり行います。今年度、下記検診を受診していな
い方は、都合の良い会場で受診してください。今年度最後のがん検診になります。

　検診は、病気の早期発見に欠かすことができません。健やかな毎日を送るために1年に1
回は必ず受診しましよう。

期　　日 胃がん 大腸がん 肺がん
求@核

子宮ガン 乳がん 会　　　　場 受付時間

○ ○ 牧水公園「ふるさとの家」 9：00～9：30

○ ○ 鶴野内道の駅「さくら館」 10：40～12：00

10月21日（金） ○ ○ や　す　ら　ぎ　館 13：00～13：30

○ ○ 福　瀬　公　民　館 14：00～14：30

○ ○ 山ノロ集落センター 15：30～16：00

○ ○ ○ 牧水公園「ふるさとの家」 8：00～9：30

10月26日（水）
○ ○ 鶴野内道の駅「さくら館」 10：40～12：00

○ ○ や　す　ら　ぎ　館 13：00～14：00

○ ○ 寺　迫　小　学　校 15：30～16：00

10月27日（木） ○ や　す　ら　ぎ　館 8：00～9：00

10月28日（金） ○ 役場寺迫連絡所 8：00～9：00

11月11日（金）
○内視鏡

○ や　す　ら　ぎ　館 要予約

※11月11日目金）の肺がん検診は、肺ヘリカルCTです。

※乳がん検診・肺ヘリカルCTは、事前に予約が必要です。

胃がん 大腸がん 大腸がん
燻給ｾ

肺がん
求@核

肺ヘリカル 子宮ガン 乳がん

受診料 600円 300円 1，∞0円 300円 2，500円 600円 1，200円

10月の行事予定表10月地区巡回健康相談

期日 会　　　場 受付時間 期　日　　場　　　所　　受付時間
赤ちゃん健康相談（生後3～12か月児）

5日（水） 瀬平矢野徳男三宅 9：00～　9：15

12日（水）やすらぎ館　9：30～10：00

多武ノ木永野茂様宅 11：00～ll：15 リハビリ教室

市谷川崎集落センター 9：00～　9：15 13日（木）やすらぎ館　　10：30
7日（金）

さくらんぽの会
坪谷地区多目的研修施設 11：00～ll：15

18日（火）やすらぎ館　　10：30
ll日（火） 赤井笠営農研修センター 9：00～　9：15 いきいき元気塾

児　洗　公　民　館 9：00～　9：15 27日（木）やすらぎ館　　　9：30

下表生活改善センター 11：00～11：15
1人当たり医療費（平成17年3月～平成17年4月）単位、円

14日（金）

東　郷　町
市町村平均下渡川公民館 13：30～13：45

1人当たり医療費1順位

譜表中水流集会施設 15：00～15：15 一　般 40，231　123　　　　i
38，471

9：00～　9：15 退職 61，340　】27 62，760

25日（火）
仲　深　公　民　館

老健
137，743　113　　　　1

136，540

野々崎集会所 10：30～10：45
合　計 72，916　112 67，509

3墨樋匪。・無臨垂≡誕騙慧睡．

磯
図灘北畳罵
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覇傭

麻しんと風しん定期予防接種が
　　　　　　平成18年4月1日から変わります。

風しん予防接種

対象年齢　生後12～90か月未満

回　　数　1回

対象年齢　生後12～90か月未満

回　　数　1回

麻しん及ひ風しん予防接種

対象年齢　ア．生後12か月～生後24か月未満

　　　　　イ．5歳以上7歳未満の者で、小学校就学の始期に達

　　　　　　　する日の1年前の日から当該

　　　　　　　始期に達する日の前日までの
　　　　　　　問にあるもの　　　　　　　　　　　　　　しぎ

回　数2回　　　　　　　　鰹　　Ψ

羅成麗朋掴i醗

（
、

　改正までに、麻しん、風しんのどちらかの予防接種を受けた児は、該当し

ません。早めに麻しん、風しん未接種児は、接種を済ませるようお勧めします。

イシブリ醗開義義藤

　高齢者は病気への抵抗力が弱いために、インフルエンザや肺炎になりやすいため、予防接種を行い流行

に備えましょう。また、人込みを避ける、外出から帰ったら手洗いとうがいをする、睡眠を十分とる、マ

スクをつける、適度な温度、湿度を保つことなどに注意しましょう。

期　　　間　　平成17年10月17日～平成17年12月28日

自己負担金　　1，000円

対　象　者　　1．東郷町に住所がある人

　　　　　　　1．年齢　65歳以上の人

　　　　　　　1．自らの意思で接種を希望する人

　　　　　　　1．60歳以上65歳未満の人であって、心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常

　　　　　　　　　生活が極度に制限される程度の障害を有する人及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫

　　　　　　　　　の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する人

協力医療機関　町立病院、青柳内科循環器科、三股病院、日向市の協力医療機関

　　　　　　　前日に予約し、時間や曜日については病院にお問い合わせください。

L．
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馨
渥
だ
琶

　
9
月
期
子
牛
・
育
成
牛
郡
共
進

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か

ら
6
頭
出
品
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

児
湯
畜
連
で
は
9
月
期
セ
リ
市
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

〔
雌
子
牛
の
部
〕

二
瀬
　
高
尾
ふ
さ
美

　
た
か
あ
き
3
8
号
　
　
壱
等
賞

仲
深
　
黒
田
成
光

　
は
な
号
　
　
　
　
　
　
　
弐
等
賞

　
〔
去
勢
の
部
〕

羽
坂
　
福
永
マ
ス
ミ

　
勝
福
1
5
8
号
　
　
　
壱
等
賞

迫
野
内
　
畝
原
弥
一

　
北
平
号
　
　
　
　
　
　
壱
等
賞

団
体
成
績
　
　
　
　
3
位

育
成
の
部
（
県
共
進
会
予
選
）

迫
野
内
　
黒
木
博
文

　
あ
き
ま
さ
2
9
8
号
壱
等
賞

羽
坂
　
福
永
　
雄

か
つ
ふ
く
1
2
4
号
　
　
弐
等
賞

児
湯
郡
市
セ
リ
市
9
頭

雌
平
均
5
2
7
，
8
5
0
円

去
勢
平
均
　
5
3
3
，
5
7
5
円

合
計
平
均
　
5
3
0
，
4
9
2
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

山
ノ
ロ
橋
口
孝
夫
　
や
す
よ
号

血
統
　
　
糸
北
国
・
安
平
・
隆
桜

2
8
8
日
令
　
　
3
1
1
㎏

　
　
　
　
　
7
4
7
，
6
0
0
円

　
〔
去
勢
の
部
〕

庭
田
　
　
黒
木
　
誠
　
　
誠
男
号

血
統
　
　
福
之
国
・
福
桜
・
安
平

2
8
7
日
令
　
　
2
7
2
㎏

　
　
　
　
　
5
8
4
，
8
5
0
円

　
宮
崎
県
畜
産
共
進
会
決
定
品
評
会

が
開
催
さ
れ
1
頭
出
品
し
て
い
ま
す
。

種
類
　
3
類
（
親
子
セ
ッ
ト
の
部
）

庭
田
　
黒
木
　
幸
男

　
ま
み
8
8
号
　
　
優
等
賞

※
1
0
月
7
～
8
日
に
開
催
さ
れ
る

第
5
3
回
宮
崎
県
畜
産
共
進
会
の
児

湯
郡
市
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
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伊

日
捲
ま
り

溢
6
9
、
3
1
7
1

10

~
の
璽
潜
綿
藝
…

ビ
デ
オ
上
映
会

☆
1
4
日
（
金
）
1
6
時
0
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
粋
な
し
芳
一
」

「
月
見
の
枝
」

「
三
年
寝
太
郎
」

「
ひ
ょ
う
た
ん
長
者
」

☆
2
8
日
（
金
）
1
6
時
0
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
舌
切
り
雀
」

「
龍
の
淵
」

「
お
い
て
け
堀
」

「
河
童
の
く
れ
た
妙
薬
（
み
ょ

う
や
く
）
」

☆
お
話
し
会

19

冝
i
水
）
1
0
時
3
0
分
～

☆
さ
く
ら
館
ま
つ
り

　
1
0
月
2
2
日
（
土
）
・
2
3
日
（
日
）

・
町
内
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小

中
学
校
作
品
展

・
ぬ
り
え
に
挑
戦
！
！

・
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ぼ
う

・
そ
の
他

☆
文
化
振
興
事
業
の
行
事

　
中
国
雑
技
団
来
る

10

獅
Q
2
日
（
土
）

　
時
間
　
1
4
時
～

　
場
所
　
さ
く
ら
館
研
修
ホ
ー
ル

さ
く
ら
露
の
体
楽
日

　
3
日
・
1
0
日
・
1
7
日
。
2
4
日
目
3
1
日

F

・
半
島
を
出
よ
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
龍
著

　
北
朝
鮮
の
コ
マ
ン
ド
9
人
が

開
幕
戦
の
福
岡
ド
ー
ム
を
武
力

占
拠
、
2
時
間
後
、
複
葉
輸
送

機
で
4
8
4
人
の
特
殊
部
隊
が

来
襲
、
市
中
心
部
を
制
圧
し
た
。

彼
ら
は
「
反
乱
軍
」
を
名
乗
っ

た
…
。
財
政
破
綻
し
、
国
際
的

孤
立
を
深
め
る
近
未
来
日
本
に

起
こ
っ
た
奇
蹟
。

　
さ
ら
な
る
テ
ロ
の
危
険
に
日

本
政
府
は
福
岡
を
封
鎖
す
る
。

北
朝
鮮
の
後
続
部
隊
1
2
万
人
が

博
多
港
に
接
近
す
る
な
か
、
あ

る
若
者
た
ち
が
決
死
の
抵
抗
を

開
始
し
た
…
。
現
実
を
凌
駕
す

る
想
像
力
と
、
精
密
な
描
写
で

迫
る
聖
戦
の
す
べ
て
。

そ
の
他

・
第
二
列
の
男
　
　
藤
沢
　
周
著

・
魂
の
切
影
　
　
　
森
村
誠
一
著

・
南
回
帰
船
　
　
　
中
上
健
次
著

・
ロ
ズ
ウ
ェ
ル
な
ん
か
知
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
篠
田
節
子
著

・
〉
ζ
混
じ
σ
8
　
　
金
原
ひ
と
み
著

・
夏
の
家
、
そ
の
後

　
　
　
　
ユ
ー
デ
ィ
ッ
ト
・
ヘ
ル
マ
ン
著

・
ひ
と
り
ず
も
う

　
　
　
　
　
さ
く
ら
も
も
こ
絵
と
文

・
楽
園
の
し
っ
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
村
山
由
佳
著

・
震
度
0
　
　
　
　
横
山
秀
夫
著

・
ポ
セ
イ
ド
ン
の
涙

　
　
　
　
　
　
　
安
東
能
明
著

・
四
月
に
な
れ
ば
彼
女
は

　
　
　
　
　
　
　
川
上
健
一
著

・
お
神
酒
徳
利

　
　
　
　
　
　
　
山
本
一
力
著

・
ロ
マ
ン
ス
の
R

　
　
　
　
　
ス
i
・
グ
ラ
フ
ト
ン
著

・
恋
愛
市
場
　
　
サ
ラ
・
ダ
ン
著

・
幸
田
文
の
マ
ッ
チ
箱

　
　
　
　
　
　
　
村
松
友
視
著

・
海
国
記
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
服
部
真
澄
著

・
後
ろ
向
き
で
歩
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
大
道
珠
貴
著

・
旧
宮
殿
に
て

　
　
　
　
　
　
　
三
雲
岳
斗
著

・
「
終
戦
日
記
」
を
読
む

　
　
　
　
　
　
　
野
坂
昭
如
著

・
七
人
の
弁
慶
　
　
　
森
　
詠
著

・
ダ
イ
ブ

　
　
　
　
ピ
ピ
ン
・
フ
ェ
レ
ー
ラ
ス
著

・
あ
ら
い
ざ
ら
い
本
の
話

　
　
　
　
　
　
出
久
根
達
郎
著

・
さ
よ
な
ら
バ
ー
ス
デ
イ

　
　
　
　
　
　
　
荻
原
　
浩
著

・
土
の
中
の
子
供

　
　
　
　
　
　
　
中
村
文
則
著

・
恋
愛
の
毛
沢
東

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
淳
↓
著

・
寸
心
残
夢
　
　
　
陳
　
舜
臣
著

・
世
界
お
し
か
け
武
者
修
行

　
　
　
　
　
　
　
椎
名
　
誠
著

・
情
夫
　
　
　
　
　
藤
堂
津
子
著

・
パ
ッ
ド
・
ト
ラ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
堂
場
瞬
一
著

児
童
図
書

・
写
真
絵
本
国
境
な
き
医
師
団

　
　
国
境
な
き
医
師
団
日
本
監
修

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

「
国
境
な
き
医
師
団
」
の
創
立

か
ら
今
日
に
至
る
活
動
を
写
真

と
と
も
に
紹
介
。
1
は
、
助
け

を
必
要
と
し
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、

だ
れ
で
も
差
別
せ
ず
援
助
す
る
「
国

境
な
き
医
師
団
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
組
織
で
、
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
る
の
か
を
解
説
す
る
。

そ
の
他

・
私
の
大
好
き
な
国
ア
フ
ガ
ニ

　
ス
タ
ン

　
　
　
　
　
安
井
浩
美
著
・
写
真

（
小
学
校
上
学
年
対
象
）

・
う
そ
つ
き
大
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
阿
部
夏
丸
著

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
年
対
象
）

・
「
好
き
」
か
ら
見
つ
け
る
な

　
り
た
い
職
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　
P
H
P
研
究
所
編

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
戦
争
が
終
わ
っ
て
も

　
　
　
　
高
橋
邦
典
写
真
・
文

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
被
爆
者

　
　
　
　
　
会
田
法
行
写
真
・
文

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
ア
リ
！
？
ず
か
ん

　
　
　
　
　
　
山
口
進
写
真
・
文

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
シ
ー
ク
レ
ツ
ツ

　
　
　
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
作

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
と
異
界
の
伝
説

　
　
　
　
　
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ケ
イ
作

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
ぼ
く
は
ざ
り
が
に

　
　
　
　
　
　
武
田
正
倫
監
修

（
幼
稚
園
・
小
学
校
初
学
年
対
象
）

・
つ
の
と
は
さ
み

　
　
　
　
　
　
須
田
孫
七
監
修

（
幼
稚
園
・
小
学
校
初
学
年
対
象
）

え
ほ
ん

・
し
あ
わ
せ
の
ち
い
さ
な
た
ま
ご

　
　
　
　
　
ル
ー
ス
・
ク
ラ
ウ
ス
ぶ
ん

・
ぼ
く
は
お
ば
け
の
お
に
い
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
あ
ま
ん
き
み
こ
さ
く

・
お
が
わ
の
お
と
を
き
い
て
い

　
ま
し
た

　
　
　
　
　
ス
ズ
キ
コ
ー
ジ
作

・
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
ま
い
ご

　
に
な
る

　
　
　
　
　
マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ
ス
タ
i
作

・
と
お
か
お
く
れ
の
ぼ
ん
お
ど
り

　
　
　
　
　
　
　
今
関
信
子
作

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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　　　　インフォメーション

憐宅曖被害を受1或題稲た概た廻雌号！1差台風

調
‘

」…
三

四璽
M■

災害にあったときの税

　地震、火災、風水害などの災害により住宅や家財などに損害を受けられた方には、次のとおり、納税の

期限を延ばしたり、税金を軽減したりする方法があります。

　また、災害の復旧資金の融資を受けるための納税証明書は無料で発行しております。詳しくお知りにな

りたい方は、税務署にお気軽にお尋ねください。

●お問合せ先

　延岡税務署　電話0982－32－3301
O
，
　
　
，

’
〃

ρ

“
q
蕊

‘瞳二
u妻’唾鋼瞳＝＝動≡

　浸水被害により自動車が滅失または使用不能となり、その自動車

に代わる自動車を取得し、下記の要件に該当する場合には、自動車

税の減免を受けることができます。

【要件】

○対象となる人

　　災害により自動車について損害を受けた者

○減免の条件

　　浸水被害により自動車が滅失又は使用不能となり、その価格0

　填されるべき金額を除く。）を受けた場合で、その自動車に代わ

○申告期限

　　災害のやんだ日から60日以内

○減額される税額

　　災害を受けた日以降に納期が到来する該当年度分の自動車税の

●お問合せ先

　宮崎県税事務所自動車取得税課　　電話0985－51－426

　宮崎県税務課　電話0985－26－7020

轍合自動車について損害を受けた者　　　岡酬ゆ圏『匿

の条件

水被害により自動車が滅失又は使用不能となり、その価格の1／2以上の損害（保険金等により補

れるべき金額を除く。）を受けた場合で、その自動車に代わる自動車を取得したとき。

期限

害のやんだ日から60日以内

される税額

害を受けた日以降に納期が到来する該当年度分の自動車税の2分の1を減額します。

合せ先

県税事務所自動車取得税課　　電話0985－51－4269

県税務課　電話0985－26－7020

『
釜等ム

”

の
釜

’昼…
L且 W

△
”

崖

○住宅の建設・購入資金、補修資金の融資を行っています

　応募期間平成19年9月7日（金）まで
　金　　　利　年1．8％（平成17年9月13日現在）（全期間固定金利）

　　　　　　※金利は、毎月見直されます。

　融資限度額　建設資金　1，100～1，160万円

　　　　　　補修資金　590～640万円等

　返済期間　建設資金　25～35年以内、補修資金　20年以内等

○公庫融資をご返済中の方は、返済に関するご相談を承ります。

●お問合せ先

　　住宅金融公庫南九州支店（電話096－387－2000）

　　（平日　9：00～17：00、第1・第3日曜日

髪’

箋

難

9：00～17：00）
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η
・

醗齢の
最
馨
蕪
遷
れ
唱
調
停
相
談
△
．
の
お
知
ら
せ
〕
〔
町
内
小
学
校
合
同
運
動
会
〕
▲
第
曹

　
日
向
の
お
倉
ヶ
浜
で
採
れ
る
は
ま
ぐ
り
貝
。
そ
れ
か

ら
作
ら
れ
る
碁
石
は
、
そ
の
希
少
価
値
か
ら
「
幻
の
は

ま
ぐ
り
碁
石
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
研
磨
さ
れ
た
乳

白
色
の
小
さ
な
石
は
、
手
触
り
が
優
し
く
、
細
か
な
縞

模
様
と
微
妙
な
丸
み
が
美
し
い
碁
石
で
す
。
温
か
み

が
あ
り
、
ま
る
で
宝
石
の
よ
う
な
輝
き
が
あ
り
ま
す
。

●
第
1
7
回
日
向
は
ま
ぐ
り
碁
石
ま
つ
り
は
、
左
記

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
囲
碁
愛
好

者
の
方
が
集
ま
り
、
本
物
の
日
向
は
ま
ぐ
り
碁
石

と
櫃
碁
盤
の
感
触
を
味
わ
い
な
が
ら
対
局
す
る
全

国
唯
一
の
催
し
で
す
。

日
時
1
0
月
2
3
日
（
日
）
9
時
～

場
所
日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
　
日
向
市
商
業
観
光
課

　
　
　
　
電
話
0
9
8
2
－
5
2
1
2
1
1
1

＝
言
　
＼
＼
≦
≦
≦
∩
ξ
ξ
＝
σ
q
¢
・
●
∋
言
N
笑
こ
℃
＼
σ
q
g
Q
・
三
∋
・
巨
ミ

　
宮
崎
調
停
協
会
連
合
会
及
び
日
向
地
区
調
停
協
会

で
は
、
最
高
裁
判
所
の
委
嘱
に
基
づ
き
、
調
停
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
常
生
活
で
お
悩
み
の
方
は
、
遠
慮
な
く
相
談
会

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

日
時
1
0
月
2
1
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
ま
で

場
　
　
所
　
日
向
市
中
央
公
民
館
第
1
～
3
研
修
室

相
談
内
容
　
交
通
事
故
、
土
地
建
物
、
金
銭
問
題
（
サ
ラ

　
　
　
　
金
）
、
家
庭
問
題
、
相
続
問
題
、
そ
の
他

問
合
せ
先
　
日
向
簡
易
裁
判
所
・
日
向
地
区
調
停
協
会

　
　
　
　
電
話
5
2
1
2
2
1
1

〔
土
地
と
共
に
豊
か
な
社
会
〕

　
1
0
月
は
土
地
月
間
で
す
。

　
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
一
定
面
積
以
上
の
土
地

売
買
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、
土
地
の
権
利
取
得
者
は

契
約
後
2
週
間
以
内
に
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
長

を
経
由
し
て
知
事
に
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
　
（
山
林
等
も
届
出
の
対
象
で
す
。
）

～
届
出
が
必
要
な
土
地
と
は
～

1
、
市
街
化
区
域
　
　
　
　
　
2
、
0
0
0
㎡
以
上

2
、
1
以
外
の
都
市
計
画
区
域
　
5
、
0
0
0
㎡
以
上

3
、
都
市
計
画
区
域
外
　
　
1
0
、
0
0
0
㎡
以
上

　
土
地
の
有
効
利
用
の
実
現
の
た
め
、
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
先
　
企
画
調
整
課
　
電
話
6
9
－
3
9
0
1

〔
盟
市
△
奉
郷
舞
垂

日
時
　
1
0
月
6
日
（
木
）
1
4
時
～

場
所
　
日
向
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

10

獅
V
日
（
金
）
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
　
9
時
3
0
分
～
（
雨
天
の

場
合
　
1
0
月
1
1
日
（
水
）
）

〔
秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ル
大
会
〕

10

獅
Q
5
日
（
火
）
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
　
9
時
～
（
雨
天
の
場
合

鶴
野
内
屋
根
付
運
動
広
場
）

欝1
☆保ゴ．、．月

塵：副

番
廼
朋

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
（
9
月
1
3
日
ま
で
受
付

た
分
）

◎
寺
迫
の
中
竹
鹿
雄
さ
ん
よ
り

（
タ
ケ
さ
ん
逝
去
）

◎
回
覧
の
黒
木
青
三
さ
ん
よ
り

（
エ
ミ
子
さ
ん
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
マ
ツ
ミ
さ
ん
よ
り

（
茂
美
さ
ん
逝
去
）

　
　
（
8
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

畝 戸 赤
ち

原 高 や

ん
芙。 未． の

佳 ゲ
氏
名

泰
明 聡

羅
者

小
野

小
野

住

田 田 所

結
婚
お
幸
せ
に

一 一 一 一久谷 橋安 松寺 二一

保口 口田 本田 見山
氏

美昌 知康
名

織久 子志 美二 枝秀

南 福 寺 延 日 鶴 宮 小 住
郷 岡 向 野 崎 野
村 瀬 迫 市 市 内市 田 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

甲
斐
　
　
強

黒
木
ヱ
ミ
子

矢
野
茂
美

高
尾
龍
正

黒
木
優
子

中
竹
タ
ケ

藤
榮
猛
氏
名

蔑 震鍵譲鴛鍵蔑 年
齢

越
表

寺
迫

坪
谷

寺
迫

羽
坂

寺
迫

迫
野
内

住
所

鎚麺璽●o翌題i歪雛
巳
，
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劃
し

ワ言
潔鉾

「大きな　くわがた」

寺北区　庭田

　　　　り　　お
鈴木里央くん（6歳）

母　真秀子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　みかん・カレー・ハン

　バーグ

○好きな遊びは何ですか？

　ボール・電車

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　パイロット

寺迫区　山ノロ
　　　む　　つき

橋口睦月さん（㈹

父　聖さん
母　奈美さん

O好きな食べ物は何ですか？

　ぶどう・みかん・焼き

　そば・カレー

○好きな遊びは何で
　すか？
　粘土遊び・ブランコ・

　ままごと

○大きくなったら何に
　なりたいですか？
　セーラームーン

蒔’翔騨

がや」劇レ薫

［¶

も．轡

’

髪
毒
0

、
一
一
竃
∵

「わたし」

賞賞［翼［藁［翼［肖賞質［更

翻（㊥門構
賞［翼［翼［翼翼［翼賞摩司政

ヒーロー・

　国休ボーリング競技

　　　　　第4位

　鶴野内の鈴原義人さんが岡
山県で開催された第60回国
民体育大会夏季大会のボーリ
ング競技マスターズの部（50

歳以上）で4位入賞を果たさ
れました。

　この大会が最後の出場と決
めて望んだ大舞台、一時マイ
ボールとマイシューズを紛失
するアクシデントに見舞われ
ながらも、精神的な強さをみ
せ快挙を成し遂げました。「ア

クシデントがなかったら…と
悔いも残りますが、4位入自を

果たせて満足です。」とおっし

ゃっていました。

　おめでとうございます。

・
ゑ
紙
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲

秋
風
吹
く
つ
か
れ
て
独
り
た
そ
が
れ
の

露
台
に
の
ぼ
り
空
見
て
あ
れ
ば
　
（
別
離
）

欣
一

　
牧
水
は
歌
集
の
編
集
に
没
頭
す
る
た
め
南
多
摩
郡
七
生
村
百
草
山
に

一
か
月
ほ
ど
滞
在
す
る
。
帰
京
し
た
の
ち
、
友
人
の
紹
介
で
明
治
四
十
三

年
七
月
二
十
日
か
ら
中
央
新
聞
社
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
牧
水
は
社
会
部
記
者
と
な
り
、
月
給
は
二
十
五
円
で
あ
っ
た
。
入
社

当
日
、
和
服
で
行
っ
た
ら
社
会
部
長
か
ら
「
背
広
で
出
社
す
る
よ
う
」
注

意
さ
れ
た
。
社
命
だ
か
ら
や
む
な
く
”
大
嫌
い
“
の
洋
服
を
月
賦
で
買
っ

た
。
ネ
ク
タ
イ
を
買
う
金
が
な
い
の
で
ノ
ー
タ
イ
で
行
っ
た
。
見
か
ね
た

ベ
テ
ラ
ン
記
者
の
田
村
江
東
が
お
古
の
ネ
ク
タ
イ
を
持
っ
て
来
て
く
れ

た
。
結
び
よ
う
を
知
ら
な
い
か
ら
も
じ
も
じ
し
て
い
た
ら
、
彼
が
親
切

に
結
ん
で
く
れ
た
。
靴
は
親
友
の
永
代
静
雄
の
を
借
り
て
行
っ
た
。
牧

水
は
新
米
記
者
な
が
ら
筆
は
達
者
だ
っ
た
。
「
若
山
生
」
「
木
酔
生
」
の
署

名
入
り
の
記
事
が
次
々
に
出
た
。
少
な
か
ら
ず
得
意
で
あ
っ
た
。
牧
水

の
記
者
生
活
に
に
つ
い
て
大
悟
法
利
雄
氏
は
「
牧
水
を
よ
く
知
る
人
た

ち
の
問
で
さ
え
も
牧
水
が
ひ
ど
く
無
能
な
新
聞
記
者
で
あ
っ
た
か
の
よ

う
に
思
わ
れ
、
ま
た
噂
さ
れ
て
い
る
の
を
多
く
聞
く
。
も
ち
ろ
ん
そ
う

し
た
敏
腕
な
記
者
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
し
か
し
ま
た
そ
う
無
能
な

記
者
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
牧
水
伝
）
」
と
書
い
て
、
同
書
で
も

具
体
的
に
そ
の
活
動
も
紹
介
し
て
い
る
。
五
か
月
余
で
辞
し
、
純
文
学

で
身
を
立
て
る
決
意
を
す
る
。

　
こ
の
歌
は
「
某
新
聞
社
楼
上
」
の
詞
書
が
あ
り
、
会
社
勤
め
の
日
常
を

歌
っ
て
い
る
。
歌
の
意
味
は
「
秋
風
が
吹
い
て
い
る
。
秋
は
も
う
す
っ
か
り

仕
事
に
も
人
生
に
お
い
て
も
疲
れ
き
っ
て
し
ま
っ
て
、
独
り
で
夕
暮
れ
の
バ

ル
コ
ニ
ー
に
上
っ
て
暮
れ
ゆ
く
空
を
眺
め

て
い
た
の
だ
け
れ
ど
。
」
と
解
し
て
い

る
。

（
塩
月
眞
著
「
牧
水
の
風
景
」
、
伊

藤
一
彦
著
「
若
き
牧
水
」
、
大
谷

和
子
著
「
名
歌
即
訳
若
山
牧
水
」

よ
り
）
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